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2025年度第１回県本部消防担当者会議 
 

次    第 
 

日時：2024 年 10 月 10 日（木）14 時 00 分～17 時 30 分 

 

 

開会                   （司会）上野 友里子 法対労安局長 

 

14：00～14：05   本部あいさつ 

林  鉄兵 自治労本部総合労働局長 

 

14：05～14：10   全消協あいさつ 

須藤 洋典 全消協会長 

 

14：10～14：30   提起「消防職員の団結権獲得にむけたこの間の経過と 

処遇改善にむけた取り組み」 

上野 友里子 自治労本部法対労安局長 

 

14：30～15：15    全消協からの取り組み報告 

①全消協役員対象 

「消防職員委員会における緊援隊特勤手当の支給に関する意見

提出実態調査結果」 

②三重・四日市市消防職員協議会 

③徳島・鳴門市消防職員協議会 

④佐賀・杵藤地区消防職員協議会 

⑤宮崎・延岡市消防職員協議会 

 

15：15～15：30    質疑応答 

 

15：30～16：15    各県からの取り組み報告 

 

16：15～16：25    休 憩 

 

16：25～17：10    学習会「消防職員と地方財政の仕組み」 

林  鉄兵 自治労本部総合労働局長 

 

17：10～17：25    質疑応答 

 

17：25～17：30    まとめ 

 

17：30        閉会 
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日
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25
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全
日
本
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治
団
体
労
働
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合

全
国
消
防
職
員
協
議
会
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日
時
：
2
0
2
4
年
６
月
３
日
（月
）
～
1
4
日
（金
）

場
所
：ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

参
加
者
：I
L
O
加
盟
国
1
8
7
カ
国
中
1
7
2
カ
国
よ
り
1
,4
9
6
人

（政
府
7
0
4
人
、
労
働
者
4
8
1
人
、
使
用
者
3
1
1
人
）

※
自
治
労
か
ら
は
、
石
上
委
員
長
が
連
合
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加
、
杉
﨑
国
際

担
当
書
記
が
同
行
。
公
務
労
協
か
ら
森
永
事
務
局
長
、
吉
澤
相
談
役
が
参
加
。

★
総
会
の
基
準
適
用
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
の
公

務
員
の
労
働
基
本
権
問
題
が
2
0
1
8
年
以
来
６
年
ぶ

り
に
９
度
目
の
審
査
が
行
わ
れ
た
。
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日
本
の
公
務
員
の
労
働
基
本
権
問
題
の
根

本
的
か
つ
抜
本
的
な
解
決
に
む
け
た
政
府

の
誠
実
な
対
応
を
導
く
よ
う
、
委
員
会
で

の
討
議
と
断
固
と
し
た
結
論
を
要
請

2
0
1
8
年
の
個
別
審
査
に
お
け
る
議
長
集
約
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
議
長
集
約
の
５
つ
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
（
以
下

は
、
消
防
に
関
す
る
も
の
の
み
抜
粋
）
。

①
「
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
議
に
よ
る
自
律
的
労
使
関
係
制
度

の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、
職
員
団
体
か
ら
の
求
め
に
対
し
、
「
慎
重

に
検
討
」
す
る
旨
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
る
。

②
「
継
続
的
な
労
使
間
協
議
を
通
じ
た
消
防
職
員
委
員
会
の
機
能
を

改
善
す
る
計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て
は
、
集
団
的
労
使
関
係
と
は
明

ら
か
に
異
な
る
制
度
で
あ
り
、
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
。

③
「
消
防
職
員
が
警
察
と
同
視
さ
れ
る
と
い
う
政
府
の
見
解
、
お
よ

び
そ
の
見
解
が
条
約
適
用
の
現
状
と
ど
う
符
号
す
る
の
か
に
関
す
る

国
レ
ベ
ル
で
の
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
議
」
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
政
府
の
主
張
が
変
わ
ら
な

い
た
め
、
互
い
の
主
張
の
整
理
に
止
ま
っ
て
い
る
。

日
本
の
労
働
者
代
表
（
石
上
自
治
労
委
員
長
）
の
主
張

労
働
側
の
主
張
に
対
し
、
日
本
政
府
の
主
張
は
以
下
の
通
り
。

①
消
防
職
員
・
刑
事
施
設
職
員
は
警
察
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
と
同
様
、
団
結
権
を
有
し
て
い
な
い
。

②
「
消
防
職
員
が
警
察
と
同
視
さ
れ
る
」
と
い
う
見
解
は
I
L
O
結

社
の
自
由
委
員
会
も
認
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
第
8
7

号
条
約
を
批
准
し
た
経
過
が
あ
る
。

③
日
本
は
災
害
大
国
で
あ
り
、
消
防
職
員
は
災
害
時
に
警
察
や
自

衛
隊
と
一
体
と
な
っ
て
職
務
を
迅
速
に
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

団
結
権
を
与
え
れ
ば
緊
急
事
態
な
ど
の
対
応
に
支
障
を
来
す

④
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
交
渉
コ
ス
ト
の

増
加
や
労
使
交
渉
の
長
期
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

日
本
政
府
代
表
（
細
田
前
総
務
省
公
務
員
課
長
）
の
主
張

「
団
結
権
の
代
償
措
置
と
し
て
消
防
職

員
委
員
会
制
度
の
定
着
が
は
か
ら
れ
て

い
る
」
な
ど
と
述
べ
、
依
然
と
し
て
従

前
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
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委
員
会
は
、
本
事
案
が
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
直
近
で
は
2
0
1
8
年
に
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

留
意
、
考
慮
し
た
上
で
、
日
本
政
府
に
対
し
、
条
約
に
沿
っ
て
労
働
者
側
と
使
用
者
側
の
団
体
と
協
議
の
上
、
以
下
に
つ
い
て
検
討

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

基
準
適
用
委
員
会
に
お
け
る
議
長
集
約
（
結
論
）

○
消
防
職
員
の
地
位
と
労
働
条
件
の
さ
ら
な
る
改
善

○
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
刑
事
施
設
職
員
が
警
察
の
一
部
と
み
な
さ
れ
、
団
結
権
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
刑
事
施
設
職
員
が
警
察
の
一
部
と
み
な
さ
れ
ず
、
団
結
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か

○
公
務
員
に
つ
い
て

・
人
事
院
の
手
続
き
が
効
果
的
で
公
平
か
つ
迅
速
な
調
停
と
仲
裁
手
続
を
保
証
す
る
よ
う
確
か
な
も
の
と
す
る

・
自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
引
き
続
き
注
意
深
く
検
討
し
、
条
約
に
沿
っ
て
様
々
な
課
題
の
解
決
を
は
か
る

○
地
方
公
共
部
門
の
労
働
者
が
条
約
に
定
め
る
権
利
と
保
障
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
務
員
法
及
び
そ
の
関
連
法
規
を
見
直
す

以
上
に
つ
い
て
、
20
24
年
９
月
１
日
ま
で
に
す
べ
て
の
事
項
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
要
請
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日
時
：
2
0
2
4
年
７
月
1
7
日
（
水
）
1
4
：
0
0
～
1
5
：
0
0

参
加
者
：
【
総
務
省
】
越
尾
公
務
員
課
長
、
鎌
倉
公
務
員
課
長
補
佐

他

【
総
務
省
消
防
庁
】
畑
中
消
防
・
救
急
課
長
、
箕
打
消
防
・
救
急
課
長
補
佐

他

【
自
治
労
】
林
総
合
労
働
局
長
、
八
巻
総
合
企
画
総
務
局
長
（
国
際
局
長
）
、
上
野
法
対
労
安
局
長
、
藤
岡
書
記

【
全
消
協
】
川
北
事
務
局
長
、
藤
木
事
務
局
次
長
（
ウ
ェ
ブ
）

消
防
庁
は
、
消
防
職
員
委
員
会
の
改
善
に
む
け
て
、
例
年
実
施
し
て
い
る
消
防
職
員
委
員
会
の
運
営
状
況
調
査
項
目
を
は
じ
め
、
調

査
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
自
治
労
・
全
消
協
は
、
現
行
の
消
防
職
員
委
員
会
の
課
題
や
運
営
状
況
調
査
に
反
映
す
べ
き
点
に
つ

い
て
、
以
下
の
通
り
指
摘
し
た
。

◆
現
行
の
消
防
組
織
法
お
よ
び
「
消
防
職
員
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
の
基
準
」
に
沿
っ
た
委
員
会
運
営
の
徹
底

⇒
消
防
庁
か
ら
継
続
し
た
働
き
か
け
を
行
い
、
各
消
防
本
部
の
意
識
向
上
と
運
営
の
底
上
げ
が
必
要

⇒
首
長
部
局
に
対
す
る
委
員
会
の
趣
旨
お
よ
び
制
度
の
理
解
の
促
進
の
必
要

現
行
の
ル
ー
ル
（
法
律
、
基
準
等
）
に
基
づ
き
適
正
化
す
べ
き
点

◆
規
模
別
（
大
規
模
、
中
規
模
、
小
規
模
本
部
）
お
よ
び
形
態
別
（
単
独
、
広
域
）
ご
と
に
結
果
を
分
析
す
る
必
要

◆
他
本
部
意
見
や
改
善
結
果
の
公
表
。
特
に
、
広
域
消
防
に
お
け
る
消
防
職
員
委
員
会
の
有
効
な
活
用
方
法
の
提
示
の
必
要

消
防
職
員
委
員
会
の
運
営
状
況
調
査
に
つ
い
て

有
効
に
機
能
し
て
い
る
優
良
事
例
の
紹
介

◆
委
員
会
開
催
前
に
労
働
側
委
員
で
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
（
時
間
内
の
取
り
扱
い
）
の
し
く
み
の
奨
励
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緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
に
係
る
手
当
の
支
給
状
況
調
査
【
総
務
省
消
防
庁
】

・
各
消
防
本
部
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動
し
た
職
員
に
対
す
る
手
当
の
支
給
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、

72
0本

部
（
緊
急
消
防
援
助
隊
登
録
を
し
て
い
な
い
３
本
部
を
除
い
た
71
7本

部
）
の
回
答
は
以
下
の
通
り
。

・
調
査
時
点
は
20
24
年
４
月
１
日
。

総
務
省
「
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
に
係
る
手
当
の
支
給
状
況
調
査
」
よ
り
抜
粋

6
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全
消
協
は
、
地
方
公
務
員
法
が
規
定
す
る
給
与
の
均
衡
の
原
則
に
反
す
る
消
防
本
部
間
の
格
差
解
消
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
実
現
に
む
け
た
、
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

⇒
単
協
は
、
消
防
本
部
間
の
格
差
解
消
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
と
り
わ
け
大
規
模
災
害

に
お
け
る
「
災
害
派
遣
手
当
」
の
増
額
（
最
低
目
標
：
日
額
2,
1
6
0
円
）
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
払
い
な
ど
の
処

遇
改
善
な
ど
を
求
め
、
消
防
職
員
委
員
会
に
意
見
を
提
出
し
ま
す
。

自
治
労
第
9
8
回
定
期
大
会
「
当
面
の
闘
争
方
針
」
よ
り
抜
粋

引
き
続
き
、
自
治
労
は
全
消
協
と
連
携
し
、
処
遇
改
善
に
む
け
て
、
以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
本
部
は
、
秋
に
自
治
労
県
本
部
消
防
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
消
防
職
場
の
課
題
（
手
当
支
給
、
人
員
確
保
等
）
の
共
有
を

は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
県
本
部
は
、
担
当
者
会
議
で
示
さ
れ
た
課
題
を
単
組
と
共
有
し
ま
す
。

②
単
組
は
、
単
協
に
お
け
る
消
防
職
員
委
員
会
へ
の
意
見
提
出
や
議
会
へ
の
働
き
か
け
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
と
く
に
、

消
防
職
員
委
員
会
の
審
議
結
果
を
消
防
長
が
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
手
当
支
給
に
む
け
て
首
長
部
局
お
よ
び
議

会
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
消
防
職
員
委
員
会
が
開
催
済
で
、
処
遇
改
善
に
関
す
る
意
見
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
年
度
の
後
半

に
も
委
員
会
の
開
催
を
求
め
ま
す
。

③
県
本
部
は
、
単
組
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
単
協
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
職
員
委
員
会
で
意
見
提
出
し
た

項
目
に
つ
い
て
、
確
定
闘
争
期
に
お
け
る
自
治
体
要
求
項
目
に
も
盛
り
込
む
こ
と
と
し
、
単
組
は
単
協
と
と
も
に
当
局
に
要
求

を
行
い
ま
す
。

全
消
協
の
取
り
組
み

自
治
労
の
取
り
組
み

8



支
援

自
治
労

全
消
協

県
消
協

単
協

県
本
部

単
組

自
治
労
・
全
消
協
の
連
携
に
つ
い
て

消
防
職
員
委
員
会

審
議
結
果
を
消
防
長
に
提
出

消
防
長

市
長
部
局

消
防
庁
が
「
実
施
が
適
当
」
と

判
断
し
た
場
合
、
首
長
部
局

と
予
算
折
衝
す
る
こ
と
に
な
る

自
治
体
議
員

首
長
部
局
へ
の
働
き
か
け

地
方
議
会
で
の
質
問

消
防
職
員

意
見
提
出

支
援

9



当
面
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
2
0
2
4
年
1
0
月
～
2
0
2
5
年
９
月
）

消
防
庁
に
対
す
る
消
防
職
員
委
員
会
の
審
議
結
果
の
働
き
か
け

全
消
協

【
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動
し

た
消
防
職
員
に
対
す
る
特
殊
勤
務
手

当
の
改
正
等
に
関
す
る
消
防
職
員
委

員
会
の
意
見
提
出
の
取
り
組
み
実
態

調
査
】
の
実
施
（
～
11
/3
0）

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

全
消
協

自
治
労

全
消
協

2
0
2
4
年
度
消
防
職
員
委
員
会
の
開
催
（
後
期
）

首
長
部
局
お
よ
び
議
会
へ
の
働
き
か
け

20
25
度
消
防
職
員
委
員
会
の
開
催
（
前
期
）

◆
「
災
害
派
遣
手
当
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
支
給
・
増
額
、
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給
」
の
意

見
提
出
（
（
11
月
）
、
12
月
、
２
月
議
会
で
の
質
問
を
視
野
）

◆
「
災
害
派
遣
手
当
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
支
給
・
増
額
、
時
間
外
勤
務

手
当
の
支
給
」
の
意
見
提
出
（
20
24
年
度
未
提
出
の
場
合
）

◆
新
た
な
意
見
提
出
（
※
統
一
テ
ー
マ
は
現
在
検
討
中
）

【
労
働
講
座
11
/
16
～
1
7】

模
擬
消
防
職
員
委
員
会
の

実
施

【
単
協
代
表
者

会
議
2/
1
8～
19

（
予
定
）
】

消
防
職
員
委
員

会
を
活
用
し
た

取
組
方
針
の
提

起
・
周
知

全
消
協

自
治
労

確
定
闘
争
に
お
け
る
要
求
・
交
渉
・
点
検

参 議 院 議 員 選 挙

消
防
庁
要
請

行
動

全
消
協

消
防
庁
要
請

行
動

全
消
協

10



消
防
職
員
委
員
会
に
お
け
る
緊
援
隊
特
勤
手
当

の
支
給
に
関
す
る
意
見
提
出
実
態
調
査
結
果

調
査
対
象
：全
消
協
四
役
（
６
名
）、
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
（
９
名
）

女
性
連
絡
会
（
５
名
）
、
ユ
ー
ス
部
（
９
名
）

計
2
9
名

調
査
期
間
：
９
月
1
2
～
1
5
日

有
効
回
答
数
：
2
5
回
答

11



問
１
所
属
す
る
単
協
に
お
い
て
、
今
年
度
の
消
防
職
員
委
員
会
へ
緊
援
隊
出

動
の
特
勤
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
（
特
勤
手
当
の
条
例
化
ま
た
は
条
例
化
し

て
い
る
本
部
は
特
勤
手
当
の
増
額
）を
意
見
提
出
し
ま
し
た
か
？

12



問
２
問
１
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ご
回
答
下
さ
い
。

13



問
３
問
１
で
提
出
し
た
と
回
答
さ
れ
た
場
合
の
み
回
答
し
て
下
さ
い
。
消
防

職
員
委
員
会
で
の
処
置
結
果
を
教
え
て
下
さ
い
。

14



問
４
消
防
職
員
委
員
会
後
の
消
防
長
の
措
置
結
果
を
教
え
て
下
さ
い
。
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問
５
意
見
を
提
出
し
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

•詳
し
い
こ
と
は
リ
サ
ー
チ
不
足
で
す
が
、
今
年
、
特
勤
手
当
て
の
条
例
改
正
が
あ
り
、
派
遣
手
当
が
日
当
1
6
8
0
円
支
給
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
近
々
の
増
額
は
厳
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
意
見
書
の
提
出
は
し
な
か
っ
た
と
聞
い
て
ま
す
。

今
後
は
増
額
の
意
見
書
も
提
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
後
引
き
続
き
の
動
向
を
確
認
し
ま
す
。

•特
勤
手
当
の
条
例
が
廃
止
に
な
っ
た
た
め
。

•緊
援
隊
と
し
て
、
出
動
し
た
実
績
が
な
い
た
め
。

•特
勤
手
当
増
額
予
定
の
た
め

•意
見
提
出
期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

•そ
の
他
に
要
望
す
る
事
が
あ
り
、
そ
の
時
の
雰
囲
気
を
見
て
要
望
し
な
い
と
2
度
と
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
職
場
な
の
で

時
期
を
見
た
。

•意
見
取
り
ま
と
め
者
へ
の
提
出
期
限
の
兼
ね
合
い
等
。

•県
外
出
動
時
、
手
当
1
,0
8
0
円
支
給
日
当
2
,2
0
0
円
若
し
く
は
時
間
外
手
当
の
支
給
と
な
る
た
め
、
金
額
的
に
そ
れ
ほ

ど
差
違
が
な
い
た
め

•特
勤
手
当
に
関
す
る
こ
と
が
条
例
に
記
載
が
な
い
た
め

ま
ず
、
条
例
の
改
正
を
優
先
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
た
め

•既
に
提
出
期
限
が
終
わ
っ
て
い
た
。

•現
行
で
高
い
水
準
の
た
め
、
増
額
の
要
望
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
緊
援
隊
の
際
に
必
要
に
な
る
資
機
材
等
装
備
を
同
本
部
の

別
単
協
と
相
談
し
、
来
年
度
あ
げ
る
予
定
で
す
。

16



問
６
消
防
職
員
委
員
会
に
よ
ら
ず
、
条
例
化
予
定
ま
た
は
増
額
予
定
の
場
合

は
、
現
在
の
状
況
を
自
由
記
載
し
て
下
さ
い
。

・県
も
今
後
に
検
討
す
る
方
向
で
あ
る
為
、
並
行
し
て
実
施
す
る
予
定

・ま
だ
公
表
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
増
額
に
向
け
て
動
い
て
い
く
と
の
こ
と

・組
織
内
市
議
会
議
員
に
は
手
当
の
現
状
を
伝
え
て
お
り
今
後
さ
ら
に
話
し
合
い
を
進
め
る
予
定

・現
状
、
1
,2
0
0
円
程
度
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

・日
額
2
,1
6
0
円
で
条
例
化
予
定

・市
の
給
与
条
例
の
改
正
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
諸
課
題
を
検
討
す
る
と
な
っ
た
。

・行
政
職
の
改
正
に
併
せ
て
、
9
月
議
会
へ
上
程
さ
れ
る
の
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
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処
遇
改
善
に
向
け
た

消
防
職
員
委
員
会
を
活
用
し
た
取
り
組
み

18
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消
防
職
員
協
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み

四
日
市
市
消
防
職
員
協
議
会
は
、
1
0
月
に
第

4
8
回
定
期
総
会
を
開
催
。
全
消

協
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
消
防
職
員
委
員
会
は
、

消
防
組
織
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
消
防
職
員
の
権
利
で
あ
る
。
」

消
防
職
員
委
員
会
の
活
用

①
各
職
場
の
委
員
お
よ
び
意
見
取
り
ま
と
め
者
は
、
執
行
部
を
充
て
る

②
組
織
と
し
て
の
改
善
に
向
け
た
意
見
の
検
討

③
会
員
が
提
出
し
た
意
見
の
フ
ォ
ロ
ー

④
消
防
職
員
委
員
会
対
策
会
議
の
開
催

20



全
消
協
の
活
動
方
針
に
合
わ
せ
た
活
動
を
展
開

20
24
年
１
月
１
日

能
登
半
島
地
震
が
発
生

３
月
６
日

自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
を
開
催

３
月

22
日

議
員
懇
出
席
議
員
が
参
議
院
総
務
委
員
会
で
質
問

５
月
16
日

「
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
た
今
後
の
全
消
協
に
お
け
る
当
面
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
」
を
発
文

５
月

21
日

自
治
労
自
治
体
議
員
連
合
20
24
年
度
第
２
回
全
国
学
習
会

に
お
い
て
課
題
を
提
起

５
月

28
日

岸
ま
き
こ
議
員
が
参
議
院
総
務
委
員
会
で
追
質
問

総
務
省
消
防
庁
は
「
適
切
に
検
討
す
る
」
と
答
弁

６
月

10
日

緊
援
隊
の
特
勤
手
当
増
額
に
む
け
た
意
見
を

消
防
職
員
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

６
月

12
日

第
１
回
自
治
労
県
本
部
消
防
担
当
者
会
議
を
開
催

７
月

12
日

総
務
省
消
防
庁
に
対
し
要
望
書
を
提
出

21
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全
消
協
の
活
動
方
針
に
合
わ
せ
た
活
動
を
展
開

７
月
3
1
日

消
防
職
員
委
員
会
対
策
会
議
を
開
催

８
月
１
日

総
務
課
長
か
ら
意
見
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
ら
れ
対
応

８
月
１
日

総
務
省
消
防
庁
か
ら
「
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動
し
た
消
防

職
員
に
対
す
る
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
」
通
知

８
月
６
日

事
務
局
（
総
務
課
総
務
係
長
）
と
の
調
整
会
議
を
開
催

８
月
９
日

消
防
職
員
委
員
会
の
開
催

結
果
：
総
務
省
消
防
庁
通
知
の
金
額
へ
の
増
額
を
検
討
す
る

８
月
2
3
日

事
務
局
（
総
務
課
総
務
係
長
）
か
ら
８
月
議
会
へ
上
程
す
る
と
の

連
絡
を
受
け
る

９
月

市
議
会
へ
上
程

23
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小
規
模
消
防
本
部

単
協
の
取
り
組
み

(管
轄
人
口
1
0
万
人
未
満
）

鳴
門
市
消
防
職
員
協
議
会

永
楽

勝
久

（
全
国
消
防
職
員
協
議
会

四
国
幹
事
)

～
条
例
化
な
し
⇒
条
例
制
定
へ
至
っ
た
事
例
～

25



時
系
列

•
5
月

全
消
協
よ
り
発
文
(当

面
の
活
動
方
針
)

•
6
月

自
治
労
県
本
部
消
防
担
当
者
会
議

に
て
徳
島
県
内

単
協
共
有

↓

•
7
月
2
日

鳴
門
市
職
と
鳴
門
消
協

合
同
三
役
会
に
て
意
見
確
認

•
7
月
8
日

単
協
定
例
会
（
意
見
内
容
の
精
査
・
審
議
）

•
7
月
下
旬

意
見
提
出
（
鳴
門
市
消
防
職
員
協
議
会
と
し
て
連
名
提
出
）

•
8
月
上
旬

9
月
市
議
会
時
の
条
例
審
議
内
容
へ
(消

防
総
務
課
対
応
）

•
9
月
1
3
日

総
務
文
教
委
員
会
に
て
審
議

•
9
月
2
6
日

総
務
文
教
委
員
長
か
ら
議
会
提
出
。
同
日

条
例
公
布
、
施
行

•
9
月
3
0
日

消
防
職
員
委
員
会

開
催
【
実
施
が
適
当
】
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条
例
（
新
旧
対
照
表
）

27



考
察

•
早
期
に
市
職
員
組
合
と
連
携
。
意
見
提
出
を
実
施
し
た
こ
と
で
消
防
本
部
を

鼓
舞
。
委
員
会
開
催
を
待
た
ず
と
も
9
月
議
会
時
の
条
例
審
議
内
容
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

•
単
協
内
で
提
出
意
見
の
厳
選
・
内
容
の
精
査
を
図
る
こ
と
で

消
防
総
務
課
職
員
の
事
務
負
担
を
削
減
。
条
例
審
議
内
容
提
出
日
ま
で
期
日

が
少
な
い
中
、
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
高
い
単
協
組
織
率
(9
6
％
)と

県
本
部
・
市
職
労
・
県
内
単
協
と
の
連
携
が

好
循
環
を
生
み
出
し
、
早
期
条
例
化
へ
進
ん
だ
と
考
え
る
。
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消防担当者会議学習会

消防職員と地方財政の仕組み

学習会の進め方

仕組みの前に 30年⽐較から雰囲気を感じる
資料に⾒なれる

湧く疑問 消防本部ごとの違いは︖に応える

最後は提案 じゃあ、結局どうしたらいいのか

29



地方財政の仕組み？

やたら難しそう

自治労本部に来る前の私も、全くでした
でも「食べてみたら大丈夫」

地方財政なんていっても、
自治体が財布をやりくりするための仕組み

つまりは、「入り」と「出」

これだけは大前提

地方交付税＝税収などの収入で足らない部分

地方交付税で措置≠そのとおり支出する必要

消防で算出された費用を他の事務で使ってもOK
他の事務で算出された費用を消防で使ってもOK
そもそも交付税は無色透明
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交付税の仕組み（考え方）
バーチャルA市の財布
入り ① 税収 ② 交付税 ③ その他

①+②+③＝歳入
②を算定するために、まず歳出を全部計算してみる
⇒基準財政需要額
≒10万人が暮らすA市で必要となる歳出予算額

A市の基準財政需要額から①と③を引くと、
足りないお⾦＝②＝交付税の額
地方交付税とは足りない分を埋めるための仕組み

仮定の
世界で

そうはいっても1741個

1741市区町村→多種多様、同じ自治体はない
どうやって、入りと出を調整するのか
答え→地方財政制度→地方交付税制度

具体的な仕組みの説明、その前に
消防職員の人数、賃⾦は、どう設定されているか︖
どう変化してきたか︖

財布は

都道府県
は４７
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バーチャルなA市のオハナシ
時は1994年、阪神淡路⼤震災前【別紙資料も】
★消防費 9.3億円（10万人で）
内訳、積算根拠は、

★消防職員数 115人
★月給 239,300円+諸手当
★１消防本部、１消防署、２出張所
司令⻑１、司令１、司令補11、⼠⻑28

★特殊勤務等手当分 月31,000円

「設定」

1人当たり
9330円

30年後には
2024年、能登半島地震後
☆消防費 11.8億円（26.4％増）
内訳、積算根拠は、

☆消防職員数 134人（16.5％増）
☆月給 255,700円（6.8％増）+諸手当
☆１消防本部、１消防署、３出張所
司令⻑５、司令10、司令補22、⼠⻑56

☆特殊勤務等手当分 月29,900円（3.5％減）

1人当たり
11,800円

注目！！
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ちょっと横道
「⼊り」の雰囲気は分かったけど「出」の実際は︖

⽐べてみた 大中小規模別 2022年決算

人口 消防費

大 横浜市 （377万人） 449.0億円
中 大牟田市（11万人） 15.4億円
小 高島市 （4.6万人） 10.6億円

高い？
低い？

消防職員数 平均給料月額

横浜市 3,638人 305,800円
大牟田市 130人 299,600円
高島市 103人 295,000円

市⺠10万人あたりに換算すると・・・
消防職員数 消防費

横浜市 96.4人 11.9億円
大牟田市 118人 14億円
高島市 223人 23億円

どこかで
見た数字…

比較では
高額？
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今日は補正係数はやりません
小規模消防本部ほど「かかり増し」・・面積、人口⽐
補正係数で何とか調整
消防費関連
【密度補正】人口が同じでも、人口密度の大小に応じて費用が割安⼜は
割高になるものは人口密度に応じて数値を補正
【態様補正】都市化の程度、法令上の⾏政権能、公共施設の整備状況等、
地方団体の「態容」に応じて費用が割高⼜は割安となるものについて、
態容に応じて補正
① 普通態容補正 ア ⾏政の質量差によるもの

・「都市化の度合いによるもの」 市町村を２０段階の種地に区分し、大都市ほど⾏政需要が増加する経費
について割増し。

職員実数推移３０年（総務省資料から）
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おまけ的時代比較
３０年前
⿊電話 公文書B5、B4サイズ 職場喫煙可
採用時男⼥⽐10倍以上

初任給 136,500円（国公-高卒）→188,000円
たまご 70.7（指数）→135.4 約1.92倍
豚肉 69.1 →113.8 約1.65倍
カップヌードル 155円 →236円 約1.52倍
ビッグマック 380円 →480円 約1.26倍

1.37倍

給与単価比較３０年

消防職員 239,300円 → 255,700円 6.8％増
警察職員 296,700円 → 296,500円 0.001%減
「市町村」
部⻑ 430,300円 → 389,100円 9.58%減
課⻑ 374,400円 → 355,100円 5.25％減
職員A 328,600円 → 327,100円 0.45％減
職員B 206,000円 → 212,100円 2.96％増
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一旦のまとめ

・消防職員数144,885人→166,287人 14.7％増
・交付税措置も 26.4％増
・司令⻑以下の管理職数も相当増（消防⼒強化︖）

・月給6.8％増（他の職員は増減まちまち）
・特殊勤務手当等 削減

３０年で

交付税制度上の問題点
⇒ 階級に合った給料の措置がされていない

単⼀設定＝実際との乖離相当大 警察同様ではあるが・・

職員Bに若⼲プラス、職員Aとの差も大

⇒ 特殊勤務手当などが勤務実態と乖離（︖）
出動回数の激増

結局、自治体財政/人事当局から締め付け強化

消防職員の

財源が
ない…
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交付税の仕組み（再掲）
バーチャルA市の財布
入り ① 税収 ② 交付税 ③ その他

①+②+③＝歳入
②を算定するために、まず歳出を全部計算してみる
⇒基準財政需要額
≒10万人が暮らすA市で必要となる歳出予算額

A市の基準財政需要額から①と③を引くと、
足りないお⾦＝②＝交付税の額
地方交付税とは足りない分を埋めるための仕組み

仮定の
世界で

交付税の仕組み

単位費用

✕ 測定単位
✕ 補正係数

地方税収入

✕ 基準税率
＋ 地方譲与税等

基準財政需要額ー
基準財政収入額

基準財政需要額 基準財政収入額 普通交付税額
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自治体財政の実際
交付税上算定されている≠現実の世界
→幼児医療費・学校給食費無償化に特定の財源なし

自治体によって異なる消防予算→規模⽐較で確認済み

学習会で・・・
自治体ごとに「予算額・割合」「給料」⽐較

地方交付税
に縛りなし
＝一般財源

まとめ １
地方交付税の仕組みと現実の乖離
↓
消防職員の処遇 ✕
消防⼒の整備指針に基づく職員数 ✕

改善の道 基準財政需要額の算定方法
→単位費用の改善
→自治体並み（４区分）への増設、増額
→出動回数とあるべき「単価」を基にした算定

あくまで
一例
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まとめ ２

そのためには、意⾒書の提出
① 地方議会 自治法99条 → 出したまま
② ⾸⻑ 交付税法17条の4 → 処理方針が必要

例︓「交付税の算定において消防職員の給与単価が実
態と⽐較してはるかに低く設定されていることから、
警察職員及び職員A程度に引き上げること」

自治労の県本部、単組の毎年の取り組みに追加

取り組み対象は
組合を想定

まとめ ２

③ 消防職員委員会への意⾒提出
「職員数が不足しており、研修や休暇取得に支障があ
るため、○人の増員をすること」
→ 地方財政の仕組みでは、実数が反映される
④ 単協活動の活性化（学習会）
→ 県本部や単組の地財学習会に参加してみる

★★★ 国会 組織内議員などの質疑、省庁対策

取り組み対象は
消協を想定

39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70




